
各
務
執
⾏
委
員
長
に
聞
く

各
務
執
⾏
委
員
長
に
聞
く

各
務
執
行
委
員
長
に
聞
く

○ 

平
均
賃
⾦
⽅
式
で
回
答
を
引
き
出
し
た�

全
国
５
３
６
８
組
合
の
加
重
平
均

︵
規
模
計
︶
は�

１
万
６
４
０
０
円
、�

５
・
０
１
％�
と
な
っ
て
お
り
、�

３
０

０
⼈
未
満
の
中
⼩
組
合
︵�

３
８
３
１
組
合
︶
は
、�

１
万
２
８
６
６
円
、�

４
・

６
９
％
で
、
額
で
は
昨
年
同
時
期
を
上
回
り
ま
し
た
。

〇
兵
庫
県
に
お
い
て
は
２
０
７
組
合
の
加
重
平
均
（
規
模
計
︶
１
万
６
６
１

５
円
、
５
・
３
０
％
、
３
０
０
⼈
未
満
の
中
⼩
組
合
︵
１
５
７
組
合
︶
は
、

１
万
３
７
８
２
円
、
４
・
８
１
％
で
、
全
国
平
均
を
上
回
る
⾼
⽔
準
と
な
り

ま
し
た
。

       

連
合
兵
庫　

  
春
季
生
活
闘
争
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

発行⼈

2026年  夏号

連合兵庫
中小共闘センター

最
終
回
答
集
計
結
果
公
表 

３
年
連
続
の
５
％
超
え
！

ト
ヨ
タ
レ
ン
タ
リ－

ス
兵
庫
労
働
組
合(

自
動
車
総
連)

ひとことひとこと長谷川事務局長

号外

7/3

【
２
６
春
闘
の
要
求
内
容
と
特
徴
︼

〇
定
期
昇
給
は
３
～
４
，
０
０
０
円
水
準
、
ベ
ー

ス
ア
ッ
プ
⽬
安
は
１
万
５
，
２
６
４
円
。
⼀
時
⾦

５
か
⽉
と
最
低
賃
⾦
は
３
⽉
中
に
妥
結
済
。

○
特
徴
：
近
年
は
新
卒
初
任
給
を
高
⽔
準
ま
で
底

上
げ
し
て
お
り
、
新
卒
ク
ラ
ス
へ
の
追
加
配
分
は

優
先
せ
ず
、
中
堅
・
役
職
層
へ
の
配
分
重
視
。

【
事
業
・
市
場
環
境
︼

○
レ
ン
タ
カ
ー
役
目
を
終
え
た
⾞
両
の
売
却
益
が

⼤
き
な
収
益
源
で
、
中
古
⾞
市
場
の
⾼
騰
で
業
績

は
追
い
⾵
で
あ
る
が
、
市
況
反
転
時
の
利
益
圧
迫

リ
ス
ク
が
⼤
き
く
、
賃
上
げ
持
続
性
に
不
確
実
な

状
況
。

【
価
格
転
嫁
と
⼈
材
確
保
︼ 

〇
価
格
転
嫁
の
現
状
は
、
販
売
店
の
工
賃
が
過
去

２
年
で
⼤
き
く
上
昇
し
、
無
料
洗
⾞
等
の
有
料
化

も
進
展
し
つ
つ
、
⼀
⽅
で
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
費
の
上

昇
分
は
リ
ー
ス
料
⾦
へ
価
格
転
嫁
可
能
な
構
造
と

な
っ
て
い
る
。

〇
新
卒
は
大
企
業
に
採
⽤
枠
を
押
さ
え
ら
れ
る
傾

向
が
強
ま
り
、
採
⽤
は
難
化
傾
向
で
、
中
途
採
⽤

の
活
用
が
増
加
し
て
い
る
。
整
備
⼠
の
確
保
が

特
に
困
難
な
状
況
。

【
中
東
情
勢
混
乱
に
よ
る
影
響
︼

○
オ
イ
ル
な
ど
を
小
分
け
に
す
る
容
器
が
不
⾜

し
供
給
が
滞
っ
て
い
る
︵
ド
ラ
ム
在
庫
は
あ
る

が
⼩
分
け
で
き
ず
販
売
不
可
︶

○
一
部
部
品
は
交
換
頻
度
の
延
伸
運
⽤
や
リ
ー

ド
タ
イ
ム
⻑
期
化
へ
の
対
応
が
発
⽣
し
て
い

る
。

【
春
闘
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
︼

〇
４
月
：
会
社
と
協
議
︵
⾃
動
⾞
業
界
・
ト
ヨ

タ
系
の
妥
結
⽔
準
を
踏
ま
え
た
数
字
の
共

有
︶、
７
⽉
～
９
⽉
：
連
合
回
答
集
計
等
を
も

と
に
会
社
と
協
議
、
９
⽉
中
旬
：
最
終
妥
結
予

定
、
１
０
⽉
１
⽇
：
賃
⾦
改
定
・
制
度
適
⽤
開

始
予
定
。

【
今
後
の
課
題
︼

○
地
方
の
整
備
⼯
場
は
⾼
齢
化
・
設
備
投
資
負

担
が
重
く
廃
業
も
あ
る
中
、
統
括
会
社
経
由
の

広
域
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
網
の
活
⽤
。

○
都
市
部
偏
在
に
よ
り
、
顧
客
の
希
望
場
所
で

の
点
検
・
整
備
手
配
の
柔
軟
性
確
保
が
引
き
続

き
の
課
題
。

○
近
年
、
社
員
が
「
つ
な
が
り
﹂
を
求
め
に
く

い
傾
向
が
あ
り
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
機
会
の
設
計
が
必
要
。

︻
ト
ヨ
タ
レ
ン
タ
リ
ー
ス
兵
庫
労
働
組
合
︼

 
 
 ＜
業
種＞

 
⾃
動
⾞
リ
ー
ス

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
レ
ン
タ
ル
事
業

 
 
 ＜

執
⾏
委
員
長＞

 
各
務
 
正
和

 
 
 ＜

組
合
員
数＞

 
２
０
８
名

 
 
 ＜

上
部
団
体＞
 
⾃
動
⾞
総
連

 
 
 ＜

所
在
地＞
 
神
戸
市

【
ト
ヨ
タ
レ
ン
タ
リ
ー
ス
兵
庫
労
働
組
合
︼

　
 
 ＜
業
種＞

 
⾃
動
⾞
リ
ー
ス

　
 
 
 
 
 
 
 
 
 
レ
ン
タ
ル
事
業

　
 
 ＜

執
⾏
委
員
長＞

 
各
務
 
正
和

　
 
 ＜

組
合
員
数＞

 
２
０
８
名

　
 
 ＜

上
部
団
体＞
 
⾃
動
⾞
総
連

　
 
 ＜

所
在
地＞
 
神
戸
市

 　連合最終集計結果において全体で５％越えとなりました。今後は最低賃⾦
の議論が本格化します。最低賃⾦は、春闘で賃上げが⼤きい年ほど、引き上
げられる傾向があります。これは、最低賃⾦が社会全体の賃⾦⽔準とかけ離
れないようにするためです。したがって、⺠間春闘は最低賃⾦を法的に決定
するものではありませんが、最低賃⾦改定の重要な判断材料の⼀つといえま
す。
　また、⼈事院勧告も例年でみると８⽉上旬に勧告が⾒込まれますが、公務
員の⽅々の諸条件も⺠間⽔準と均衡させるための勧告であることから、春季
闘争はすべての働く者のためにも重要な取り組みです。賃⾦は上がるもの、
デフレには戻らない、このマインドを社会全体のものとしていくには、緊張
と信頼ある労使関係のもと、実質賃⾦の持続的上昇、そのすそ野の拡⼤と価
格転嫁含めた格差是正等、くらしの向上にこだわり続け、年間通じて労働組
合が役割を発揮していくことが不可⽋だと考えます。

連
合
兵
庫

那
須
会
長　

 

〇
連
合
兵
庫
の
集
計
で
は

全
体
平
均
５
．
３
０
％
、
３

０
０
人
未
満
の
中
小
組
合

４
．
８
１
％
と
な
り
、
格
差

拡
大
に
歯
止
め
を
か
け
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
は

至
極
残
念
で
す
。

 

〇
２
６
春
闘
は
中
小
共
闘

に
⼒
点
を
置
き
、
情
報
収

集
、
経
営
者
・
経
済
４
団
体

へ
の
価
格
転
嫁
の
要
請
書
⼿

交
、
街
頭
⾏
動
、
政
労
使
会

議
や
兵
庫
県
版
地
域
活
性
化

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
、
春
闘

Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
の
発
刊
な
ど
、
こ

れ
ま
で
に
な
い
取
り
組
み
を

⾏
っ
た
結
果
、
全
国
を
上
回

る
成
果
が
得
ら
れ
た
こ
と
は

次
年
度
２
７
春
闘
へ
の
⾜
掛

か
り
に
な
っ
た
と
考
え
ま

す
。

〇
一
⽅
で
先
⾏
き
不
透
明
な

中
東
情
勢
の
中
で
、
労
使
が

現
状
を
正
し
く
認
識
し
粘
り

強
い
交
渉
を
積
み
重
ね
て
き

た
結
果
で
も
あ
り
ま
す
。

〇
こ
の
成
果
を
踏
ま
え
、
人

事
院
勧
告
や
最
低
賃
⾦
へ
確

実
に
波
及
さ
せ
、
賃
⾦
の
底

上
げ
、
底
⽀
え
、
格
差
是
正

に
向
け
て
、﹁
未
来
づ
く
り

春
闘
﹂
を
前
進
さ
せ
ま
し
ょ

う
。

平均賃上げ方式での賃上げ状況の推移（連合結成以降）平均賃上げ方式での賃上げ状況の推移（連合結成以降）平均賃上げ方式での賃上げ状況の推移（連合結成以降）

2026年7月�9⽇
発行

すべての働く仲間のためにも春季生活闘争は重要な取り組み！

９月決着にむけて！９月決着にむけて！９月決着にむけて！

連合兵庫

≪

評
価
と
課
題≫

　

最低賃金とは？
●使用者が労働者に⽀払わなければならない賃⾦
の最低額を定めた制度です。
●最低賃金額は、最低賃⾦審議会(都道府県ごとに設置)による審
議を経て毎年改定しています。審議会は、公益委員・労働者側
委員(連合)・使⽤者側委員で構成されています。
●最低賃金は、都道府県ごとに定められている「地域別最低賃
⾦」と、特定の産業ごとに定められている「特定最低賃⾦」の2
種類あります。「地域別最低賃⾦」は、2025年10⽉以降、全国
加重平均で1,121円（時間額）になります。

2026連合ACTIONアピール (春闘方針説明会にて) 

2025/12/2‌  

26春闘26春闘26春闘
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